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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

  

2012-6-１ 

 

社内報「菱風４月号」（内田所長の従業員向けご挨拶）から抜粋してご紹介いたします。 

東日本大震災直後の混乱の中でスタートした 2011年度も終了し、新たに 2012年度を迎えました。 

2011 年度は東日本大震災の逆境の中で馬電として 4 年連続の黒字化を果たすべく、従業員の皆さ

んには大変なご努力をしていただきました。 

特に工作現場の皆さんには 4、5 月の部品調達がままならない中での生産調整、6、7 月の部品調達

にめどがついた後の早出出勤での増産対応、その後の販売回復が遅れる状況を踏まえた減産、そ

して年明け以降の生産調整、と急激な増減産へのご協力に対して厚くお礼申し上げます。 

しかしながら震災以降の電力需給、電気料金値上げ等に対する不安感もあり、「オール電化」に対す

る逆風は現在もなお収まる気配はなく、2011 年度の馬電の経営実績は前年対比で大きく落ち込む

結果となりました。このことに対してまずはお詫びを申し上げるとともに、今年度は必ずや V字回復を

果たすことを改めて皆さんと確認し合いたいと思います。 

 さて、これから 2012年度を迎えますが、「Jump Up馬電」～QCDのワンランクアップにチャレンジ～

というキャンペーンは、いよいよ 2年目の最終年度に入ります。 

 基本方針として掲げた、①「高品質体制の確立」、②「高収益体質の確立」、③「倫理・遵法、安全・

品質第一の徹底」の各項目に関して仕上げの年として徹底的に取り組み、必ずや馬電のＶ字回復を

成し遂げたいと思います。 

≪中略≫ 

 また、「Change Challenge GUNMA 」キャンペーンは 2 年あまり実施してきましたが、まだまだ全体

的に「Change」すること、「Challenge」することに及び腰のように感じます。 

 昨今の様に市場環境の急激な変化に対しては、まずは自らをそして馬電を変化させなければ市場

の競争に勝つことは出来ません。今年度もやり方を変えて「Change Challenge GUNMA」キャンペー

ンは継続します。ぜひとも皆さんの果敢な「Change」、「Challenge」を期待しています。 

 1 年前の全体集会では「嵐の中の船出」であると申し上げました。1 年経って暴風雨は収まりました

が、依然として我々の前には「反オール電化」という大きなうねりの波が、我々の行く手に立ちはだか

っています。しかしながら厳しいのは他社も同じであり、「ピンチはチャンス」でもあります。 

 今回の震災は、馬電事業が安定し軌道に乗ってきたという、手応えを感じつつあった我々馬電に

与えられた大きな試練だと思います。この試練を馬電従業員全員の力で乗り越えていかなければな

りませんし、乗り越えた先には隆々たる馬電の姿が見えてくるはずです。 

 今年度まさに Jump Up するべく、全員がワンランク高い目標にチャレンジして、必ずやV字回復を

成し遂げましょう！ 

≪２０１２年度トピックスのご紹介≫ 
２０１２年９月２６日（水）～２８日（金）に掛けて、「第６６回全社監督者大会」が馬電にて開催されます。 
本大会の馬電開催は３４年前の１９７８年以来２度目であり、一歩会（班長自主研）による出し物である
八木節の披露を始めとして、当所らしさを存分に全社へアピールする所存です。 

＜菱の実会より＞ 上記のように、今馬電では、東日本大震災以降の反オール電化という大きなう
ねりの波に全所一丸となって立ち向かっています。我々菱の実会員としても、この難局を乗り切るた
めに、「ｂｕｙ＆ｓｅｌｌ給湯機」などで出来る限りの協力、応援をしようではありませんか。 
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【 新入会員紹介 】 

 
石川 茂雄さん（平成２４年１月入会） 邑楽郡明和町江口 

 

〈 経歴 〉  
 ・１９５９年４月 馬電入社 同年工具課 
・１９８６年７月 情報機器製造部工作課 
・１９９５年６月 PHS事業センター生産システム課 
・２００４年３月 退職 

 

小林 英世さん（平成２４年１月入会） 太田市鶴生田町 

 

細堀 隆弘さん （平成２４年３月入会） 太田市高林西町 

 

このたび、菱の実会に入会しました石川茂雄です。これから諸先輩方にお世話に 
なります。よろしくお願い致します。 
〈 経歴 〉  ・１９７０年４月 馬電入社  ・１９７１年３月 工作第一課回転機係 
・１９８１年３月 工二課石油ファンヒーター係 ・１９９４年１２月 菱馬テクニカ出向 
・１９９８年６月 工作課組立係  ・２０１０年 給湯機器製造部工作課 
・２０１２年３月 定年退職 
鶴の先明和町から 42年間通い勤め上げること加出来ましたのも、諸先輩方のご指
導のお陰と感謝しております。第二の人生のお導きをよろしくお願い致します。 

このたび、菱の実会に入会しました小林英世です。これから諸先輩方にお世話に
なります。よろしくお願い致します。 
〈 経歴 〉  ・１９７０年４月 馬電入社  ・１９７１年３月 部品工作課 
・１９８７年９月 工作課プレス係 ・１９９８年６月 暖房アメニティ営業課 
・２０１１年４月 工作課プレス加工係  ・２０１２年３月 定年退職 
無事42年間通い勤め上げること加出来ましたのも、先輩方のご指導の賜物と感
謝しております。第二の人生もご指導をよろしくお願い致します。 

 

服部 次男さん （平成２４年３月入会） 邑楽郡大泉町寄木戸 

 今年度より群馬菱の実会に入会します服部次男です。宜しくお願い致します。退職後
は、妻と一緒に孫の面倒をみながら、少しではありますが家庭菜園等をして1～2年は
過ごしたいと思っております。また今まで子育てであまり旅行等行けなかったので、今
後は計画を立てて妻や家族と旅行に行きたいと思っております。 
〈 経歴 〉  ・１９６７年３月 馬電入社  ・１９６８年３月 生産技術課工具係 
・１９９１年７月 工具係班長就任  ・１９９９年１０月工具係係長就任 
・２００４年２月 給製部工作課板金加工係長  ・２０１０年 改善推進G 
・２０１０年７月 安全衛生推進者  ・２０１２年３月 退職 

 

喜寿 おめでとうございます。 関口 宏  様 太田市世良田町 ６月２７日 

 

祝長寿 

 

 

江戸時代の「食のはなし」                ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」 

☆☆  飲食とも控えめにせよ                    

 飲食は飢渇をやめんためなれば、飢渇だにやみなれば其上にむさぼらず、ほしゐままにすべから

ず。飲食の欲を恣（ほしいまま）にする人は義理をわする。是を口腹の人と云（いい）いやしむべし。食

過ぎたるとて、薬を用ひて消化すれば、胃気、薬力のつよきにうたれて、生発の和気をそこなふ。おし

むべし。食飲する時、思案し、こらへて節にすべし。心に好み、口に快（こころよ）き物にあはば、先ず

心に戒めて、節に過（すぎ）んことをおそれて、恣（ほしいまま）にすべからず。   

☆☆ 半沸の湯を飲むな 

湯は熱きをさまして、よき比（ころ）の時のむはよし。半沸（はんわき）の湯をのめば腹はる。＜ 続く ＞ 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『ノイシュバンシュタイン城』  ●【 須永写真ギャラリー 】:『 春雨 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-06.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-06.pdf 

  

  
「歌声喫茶奮戦記」        細野孝雄 

キーボードひとり演奏のボランティア楽団「歌声メッセンジャー」を主宰して早６年、ライブ累計も 230 回
超になったが、発想のビジネスモデルは、学生時代に楽しんだ渋谷や新宿の「歌声喫茶」。店の客に小
さな歌詞集を配り、おじさんが奏でるアコーディオンのメロディーに皆が声を合せて楽しく歌う青春時代
の思い出を、やろう、きっと自分も、歌っている皆も楽しい筈だ。そして、楽器は数台分の音色とリズムと
が一台で奏でられ、音にボリューム感のあるキーボードを選んだが、基本はピアノと同じ。学生時代に
真面目に習ったピアノが定年後の今生きている。「歌声喫茶」システムには隠された演奏者側のメリット
がある。それは、予め歌詞集を配るので、曲目を限定できる、皆一緒に歌って貰える、歌も覚えて貰え
る、だから一体感と満足感を得て貰える等など。いつか本物の喫茶店でやってみたいと思っていた。 

願うことは叶うもので、幸せは向こうからやって来た。2011 年 8月 2日（火）に太田市鳥山中町の喫茶店
「かぜくら」で実現した。この日は所属する上毛水彩画会夏季小品展覧会の初日で、喫茶店の営業時
間中にミニコンサートをやってくれと頼まれた。この開催予定記事は上毛新聞や太田タイムス等に載っ

たので、「喫茶店かぜくら」には「どんな演奏をやるのか？」との問合せが結構あったと店主の話。歌詞
集作り・演奏・司会進行・音響等は自分でいつもの通りやれば良いので、一番苦労したのは選曲。そし
て初めての本当の「歌声喫茶」だから、いとしいあの時代の原点に戻るべしという事で、ロシア民謡(歌
謡)主体に夏の定番ハワイアン＋α、に落ち着いた。右表は当日のプログラム。 

プログラムには大型曲を入れたかったので、貧乏絵描き(我々を代弁)と女優の歌 

「百万本のバラ」、混声合唱の名曲「アムール河の波」の 2曲を入れた。楽譜探し 
と歌詞集作りは順調に思われたが、「アムール河の波」の楽譜だけは東京の丸善 
や山野楽器まで探したけど入手できず、遂にユーチューブを聴いて楽譜化する 
はめに。所が悪い事は重なるもので、「アムール河の波」が特に良かったので楽 
譜が欲しいと客中のギター愛好家が出る始末。やむ得ず我流編曲の楽譜である 
ことを了解の上でコピーをあげたり。 

会場はご存知の方もおられようが、良くイベントを行う喫茶店で、当日の客には 
若干の絵の仲間も居たが、多勢は喫茶店の普通のお客さんで各々400円也の 
コーヒー等を自腹で飲みながら歌って盛上ってくれていた。私はいつもの調子で 
でも結構真剣に、客の反応を見ながら１時間半の演奏時間を全うし、念願の本 
物の歌声喫茶デビューを果たした次第。バンザ～イ！ 
けど、喜んでばかりいられない、今夏もやるはめに。今年のテーマは何にしよう 
か？。 

  

1 百万本のバラ 

2 ステンカラージン 

3 ともしび 

4 トロイカ 

5 カチューシャ 

6 アムール河の波 

7 山のロザリア 

8 北上夜曲 

9 浪路はるかに 

10真珠貝の歌 

11サンゴ礁の彼方 

12幸はここに 

13 アロハオエ 

14マイウエイ 

アンコール数曲 

素敵な美人が目の前で 写真の一番奥が舞台で、演奏中の筆者と歌う客達 
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◇ お し ら せ ◇    

行 事 日時 場所 
申込み、他  

℡に市外局番のないものは 0276 です 

６月の囲碁愛好会 
６月１１日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

６月の麻雀愛好会 
６月１４（木）、２８（木） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み６/12 日、26 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

６月の将棋愛好会  
６月１８日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

６月の 
グラウンドゴルフ例会 

６月１８日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

第５６回ゴルフ愛好会 
６月５日（火） 
９：３４～（集合 9 時） 

上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

７月のカラオケ月例会 ７月２日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 28 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

７月のパソコンサークル 
７月２日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

７月の幹事会 
７月２日（月） 

１５：００～ 
労組会議室 

 

６月の編集委員会 ６月２５日（月） 
１３：３０～ 

労組会議室 
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● 編集：「菱の実会だより」編集委員会  ● 事務局 三菱電機労働組合群馬支部内 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：７月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは７月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

７月３日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

  
 
神谷さんの日展入選作品や、総会の時の「会員趣味の作品展」の展示作品、そして菱の実だより

の投稿記事などを見るにつけ、日頃の皆さんの意欲的な活躍に感動し、励まされています。 
７１歳で日本史上最年長の五輪出場を掌中にしている法華津選手(馬術)は、競技を続ける動機
に、「今でも少しずつうまくなっている」ことを挙げていました。“もっと上達したい”、“もっと楽しみた
い” という動機づけが大事です。この菱の実会だよりが、皆さんの動機づけのひとつのきっかけに
でもなればと願っています。これからも皆さんの投稿をよろしくお願いいたします。  
 『 「成長」を手放さない限り、人は青春を生きられる 』                   篠崎 記 

 


